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根治性を担保しつつ低侵襲性を追求した消化器癌手術は、腹腔鏡下手術を経

てロボット支援手術の実現をもたらし、その対象疾患が順調に拡大している。ま

た、硬性鏡と軟性鏡のコラボレーションによる LECSは、胃粘膜下腫瘍に対する

精緻な局所切除を端緒とし、胃癌や十二指腸腫瘍にも適応を拡げている。本セッ

ションでは消化器癌に対する代表的な低侵襲治療手技であるロボット手術と

LECSに焦点を当て、その現状と今後の課題について議論する場としたい。 


